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亀山市
対談項目１新たな国
土軸の形成について

リニア中央新幹線の全線同時開業に向け、全
県挙げた体制づくりに取り組んでいただきた
い。

亀山市をはじめとする、県同盟会の会員市町
と共同で呼びかけを行い、全県挙げた体制づ
くりを進めていきたい。

亀山市
対談項目２地域医療
政策について

寄附講座に関する支援については、財政支援
もさることながら、開設に際しての側面から
の支援（調整機能の強化）が重要であるた
め、本市の事例を参考に寄附講座への支援制
度を検討いただきたい。

亀山市の寄附講座設置については、先駆けた
取り組みで、大変ありがたく、他市への波及
効果を期待している。側面的な支援として
は、地域医療に対するさらなるニーズにつ
き、一定の整理を行い、市と医療現場と大学
の意思疎通がきちんとできるよう県もきちん
と関与していくことが必要と考えている。

亀山市
対談項目３在宅医療
に関する連携強化

在宅医療の重要性は高まっており、本市も本
年3月に在宅医療連携会議を発足した。多職
種による切れ目のないサービス提供体制につ
いて検討を進めているところであるが、こう
した取組に対して、三重県からも適切な支援
をいただきたい。

在宅医療は、県としても重要事項と考えてい
る。連携会議を各地でしっかりやっていくこ
とは大切であり、県もしっかり支援していく
ことが大事と考えている。この9月16日、柏
市長を招いて県庁講堂で三重県在宅医療推進
フォーラムを開催、10月には地域リーダー拡
充研修を予定しているので、積極的な参加を
お願いしたい。

亀山市
対談項目４文化財保
護対策について

文化財指定

当市では、文化財をいかに保全するかが重要
課題と考えている。文化財指定の積極的な運
用、財政的・技術的な支援をお願いしたい。

平成24年には、波多野文書を県の文化財に指
定し、現在「加太のかんこ踊り」を文化財保
護審議会にかけており、年明け頃に答申があ
る予定である。
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